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川崎駅周辺の
自転車対策について

現状と取り組み



自転車利用者の増加
・環境にやさしい ・健康に良い

・気軽に使える ・時間の制約がない

・お金がかからない

放置自転車の増加

・歩行者通行・自転車走行の障害
・緊急活動への支障
・環境・防犯への悪影響

自転車利用者の増加



川崎区の自転車等利用状況
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平成１７年６月７日（火）

　　　　　　　　　午前９時調べ



川崎市（区）の放置自転車対策

駐輪場の整備

放置自転車の撤去

自転車利用者への啓発・指導活動



川崎駅東口
高架下自転車等
駐車場

　平成１６年１２月開設



川崎区の放置自転車撤去推移
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放置自転車の撤去作業

撤去作業と自転車等保管所

塩浜陸橋下自転車等保管所



自転車利用者への啓発・指導活動

・自転車への注意札の貼りつけ

・自転車放置防止監視員による啓発・指導

・市民による自転車対策活動

・広報車による広報



放置自転車等クリーンキャンペーン



監視員による指導活動

指導前 指導後



自転車の利用状況
（平成１５年　市民１万人アンケート　川崎区調査分）
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歩道上の放置自転車についての意向

自転車は環境に
優しいので仕方
ないが、原付や
バイクは厳しく対
処すべき
5.6%

放置自転車につ
いては撤去を厳
しく行うべき
26.5%

整然と並べられ
てあればやむを
得ない
19.5%

駐輪場にとめる
のが難しいので
仕方がない
15.8%

歩行の障害と
なっており乗り入
れを規制すべき

26.5%

無回答
4.0%その他

2.1%

（平成１５年　市民１万人アンケート　川崎区調査分）



自転車が放置される原因
（平成１５年　市民１万人アンケート　川崎区調査分）
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自転車を利用する人のマナーの低下

駅周辺に駐輪場が少ない

店舗や銀行・鉄道駅などに駐輪場が少
ない

駐輪場が有料であるため

駅周辺の駐輪場が不便な場所にある

駐輪場の位置案内が不十分でわからな
い

その他
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放置自転車をなくす方策
（平成１５年　市民１万人アンケート　川崎区調査分）
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駅周辺に駐輪場を整備・増設する

店舗や銀行・鉄道駅などに駐輪場の設置を義務づける

自転車利用者へマナーを啓発普及する

誘導整理員による放置自転車の撤去・指導を強化する

駅周辺への自転車乗り入れを規制する

バス・電車など公共交通機関の利用をうながす

レンタサイクルを導入する

その他



川崎駅周辺の
自転車対策について

現状と取り組み








